
『ドレスは、あなたを今日一番の敵のところへ向かわせる』

これは、ココ・シャネルの言葉です。（※1）

今回は、シャネルの言葉が意味することをイメージしながら、
「行動のデザイン」について考えたいと思います。

行動することが大事なのはわかっているけれど

私たちは誰しも「行動」が重要であることを知っています。仕
事上での目標、年始の抱負など、考えるだけでは達成できま
せん。本当に達成しようと思ったら、新たに行動を起こした
り、行動を変化させることが必要です。しかし、年始の抱負を
達成しないまま一年を終えてしまう人も多いことを考えれば、
実は行動を起こすことは私たちにとって難しいテーマだとい
うことがわかります。その証拠に、行動にまつわる本は常に書
店の棚をにぎわせています。

なぜ行動を起こすことは難しいのでしょうか？

行動が抑制されたり、先送りされるのには、実は私たちの脳
の特性が大きく影響しています。私たちの脳は、“効用最大
化”の原則ではなく、“努力の最小化”によって動いているか
らです。（※2）つまり脳は、消費するエネルギーを最小限に
したいのです。考えなくて済めば、考えないようにしたい。で
すから、できるだけ同じ行動を繰り返すようにしたり、リスク
を伴う新しい行動を避けたり、ということが起こるわけです。

（※3）

この脳の特性が故に、私たちにとって「行動を起こす」「行動
を変える」というテーマは、常に困難な状況にさらされてい
ます。いつでも省エネモードを選択しようとする脳に対し、私
たちはどのようなことができるでしょうか。

身に纏うものが変わると行動が変わる

このときにヒントをくれるのが、冒頭のシャネルの言葉です。

『ドレスは、あなたを今日一番の敵のところへ向かわせる』

この言葉は、一枚のドレスが、それを纏う人に勇気とエネル
ギーを与え、脳の省エネモードを打ち破って、困難に立ち向
かわせる力をもつことを端的に表しています。身に纏うものを
変える、つまり自らの環境を変えることは、新たな行動を起こ
すきっかけになるのです。

みなさんも、身につけた服によって気分が変わることはない
でしょうか。自分が一番気に入っているスーツを着て仕事を
している日は、困難な仕事に正面から立ち向かうことができ
たり、このミッションをやれるのは自分以外ないと思えたりす
るかもしれません。また、これまでに着たことのないデザイン
の服に袖を通した時には、これまで感じたことがない可能性
が湧いてきたりしたことはありませんか。

私たちは、自分の意思だけで考え、行動を起こしているわけ
ではありません。私たちの思考も行動も、現在、身を置いて
いる環境、関わる人たちの影響を受けています。そういう意
味では、身に纏う服も環境の一つといえるでしょう。

行動をデザインするとは

私が本稿で、あえて行動に「デザイン」という言葉を使うの
には意味があります。「デザイン」とは、さまざまな要素を考慮
した「総合的な計画」です。私の手元にある辞書では「デザイ
ン」の意味について次のように書かれています。

「技術・生産・消費面からの各種要求と、美的造形性などの諸
要素の総合的造形計画」（※4）

行動をデザインする
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つまり「行動をデザインする」とは、必要なアクションだけを
考えた行動計画ではないということです。「行動しやすい環
境」も含めて計画する、それが「行動をデザインする」という
ことなのだと思います。

そしてそのとき、私が何より大事だと感じるのは、シャネルの
ドレスのように、私たちの心を躍らせたり、新たな行動を起
こす動的なエネルギーを与えてくれるものも含めてデザイ
ンすること。「肌身を守る」といった機能を優先した服とシャ
ネルのドレスを比較すると、どうデザインするかによって、私
たちに与える影響が違うことがイメージできるのではないで
しょうか。

心が躍るようなデザインにするには

先に述べた通り、「環境」にはさまざまなことが含まれます。ど
こで仕事をするか、誰と仕事をするか、何を身につけるか、
何を食べるかといったことも「環境」と考えられます。そして
私がお薦めしたいのは、「モデルをもつ」というアプローチ
です。

みなさんには、自分の行動や思考にポジティブな影響を与え
ていると感じる人はいるでしょうか。その人のことを思い浮
かべると、心が躍るような、あるいはエネルギーが湧いてくる
ような、そんなイメージが浮かぶ人。

たとえば、エルビス・プレスリー。プレスリーは「20世紀最大
の文化的影響力」と称され、音楽界のみならず、社会をも変
える存在でした。多くの人が彼のスタイルに魅了され、感化
され、影響を受けました。プレスリーの登場前後で価値観が
変わってしまうような存在だったわけです。ザ・ビートルズや、
最近ではスティーブ・ジョブズも、似たような存在といえるか
もしれません。

そうした存在である彼らの風貌や振る舞いを真似るだけで、
世の中に対してビッグチャレンジができる気もちになるのか

もしれません。実際、ジョブズのスタイルを真似する起業家は
数多くいます。モデルとなる人物の服装や行動を真似するこ
とで、自分自身の行動を駆り立てているのでしょう。

それ以外にも、仕事でピンチの時に「もし007だったら」と
考えると、エネルギーが湧いてくるかもしれません。

脳の省エネモードを取り払って、新しい行動を起こしていく
ためには、単に行動計画を立てるだけではなく、エネルギー
が湧き、ワクワクするような環境を整えることも含めて全体
を「デザイン」する。服やモデルはその一つの例です。

あなたの行動を後押ししてくれるのは、どんなことですか？
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担当。また、マネージャーとして自ら組織マネジメントを実践。採用
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能力開発を担当した経験から、「強い組織を創る、良い組織を創
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